
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上山市議会会議録 
 

第５２５回定例会 

本会議初日 

（令和４年８月３１日） 
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  令和４年８月３１日（水曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和４年８月３１日（水曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 同意第１号 上山市教育委員会委員の任命について 

日程第 ５ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第 ６ 議第３９号 令和３年度上山市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 議第４０号 令和３年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 議第４１号 令和３年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第 ９ 議第４２号 令和３年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１０ 議第４３号 令和３年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 議第４４号 令和３年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１２ 議第４５号 令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第１３ 議第４６号 令和３年度上山市水道事業会計決算の認定について 

日程第１４ 議第４７号 令和３年度上山市下水道事業会計決算の認定について 

日程第１５ 議第４８号 令和４年度上山市一般会計補正予算（第５号） 

日程第１６ 議第４９号 令和４年度上山市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 議第５０号 上山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制 

            定について 

日程第１８ 議第５１号 上山市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

            いて 

日程第１９ 特別委員会（予算・決算）の設置及び議案の付託 

    （散  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 
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 議事日程第１号に同じ 
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出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１３人） 

  １番   長  澤  長右衛門  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ４番   守  岡     等  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   谷  江  正  照  議員    ８番   尾  形  み ち 子  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（２人） 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ５番   髙  橋  要  市  議員 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  大  澤  泰  雄 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 横  戸  利  平 建 設 課 長 

須  貝  信  亮 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  横  戸     隆 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 
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高  橋  秀  典 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  舟  越  信  弘 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  鈴  木  淳  子 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

伊  藤  寛  人 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

開  会 

 

○長澤長右衛門議長 去る８月２４日告示にな

りました第５２５回定例会をただいまから開会

いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第１号によって進めます。 

 初めに、今期定例会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長髙橋義明議員。 

〔髙橋義明議会運営委員長 登壇〕 

○髙橋義明議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る８月２６日、今期定例会の日程について

協議するため、議会運営委員会を開きました。

その結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日から９月１６日までの１７日

間とすることにいたしました。 

 次に、会期日程について申し上げます。 

 本日は本会議を開会し、明９月１月から３日

は休会とすることにいたしました。 

 ４日は本会議を開き、サンデー議会として一

般質問を行うことにいたしました。 

 ５日から１５日は休会とし、この間、６日は

予算特別委員会、７日及び８日は各常任委員会、

９日及び１２日は決算特別委員会、１４日に議

会運営委員会を予定しております。 

 １６日は最終日でありますが、本会議におい

て付託事件の審査結果について各委員長から報

告を受けた後、それぞれ議決して、第５２５回

定例会を閉会することにいたしました。 

 次に、議事日程第１号について申し上げます。 

 最初に、人事案２件についてでありますが、

それぞれ提案理由の説明の後、委員会付託及び
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質疑、討論を省略して議決することにいたしま

した。 

 次に、市長提案の議案１３件を一括議題とし、

提案理由の説明を受けることにいたし、そのう

ち９件の決算議案については、監査委員から審

査意見を求めることにいたしました。 

 その後、予算及び決算議案について、それぞ

れ特別委員会を設置してこれに付託し、その他

の議案については、関係常任委員会に付託する

ことにいたし、本日は以上をもって散会するこ

とにいたしました。 

 次に、４日の議事日程第２号について申し上

げます。 

 当日の本会議は一般質問でありますが、９人

の議員が順次質問を行うものであります。質問

終了後は、散会することにいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 
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日程第１ 諸般の報告 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、諸般の報告で

ありますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔金沢直之事務局長 登壇〕 

○金沢直之事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る８月２４日、上山市告示第１９６号によ

って、令和４年８月３１日、上山市議会第５２

５回定例会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和４年８月２４日、議第１８７号をもって

地方自治法第１２１条の規定により、市長ほか

各関係機関に第５２５回定例会に出席するよう

要求いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、監査報告について 

 令和４年５月２５日から８月１９日までの定

期監査及び例月出納検査の結果報告が参ってお

りますので、お手元に配付しております。 

 第４、健全化判断比率等の報告について 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

３条第１項及び第２２条第１項の規定により、

健全化判断比率及び資金不足比率の報告が参っ

ております。 

 第５、教育委員会事務の点検及び評価報告書

について 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２６条第１項の規定により、教育委員会事務の

点検及び評価報告書が参っておりますので、お

手元に配付しております。 

 第６、上山市議会報告について 

 令和４年６月１日から７月３１日までの議会

庶務事項及び要望書をお手元に配付しておりま

す。 

 第７、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １３人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２、会議録署名議

員の指名を行います。 
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 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  ７番 谷 江 正 照  議員 

 １０番 中 川 とみ子  議員 

 １３番 川 崎 朋 巳  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○長澤長右衛門議長 日程第３、会期決定の件

を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり、本日から９月１６日までの１

７日間といたしたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から９月１６日までの１

７日間と決しました。 

 なお、会期中における諸会議の予定につきま

しては、お手元に配付いたしました会期日程表

のとおりでありますので、御了承願います。 

 重ねてお諮りいたします。 

 委員会審査等のため、本日から９月１６日ま

での１７日間のうち、会議規則第１０条第１項

の規定による休会の日を除く９月１日及び２日、

５日から９日まで、１２日から１５日までの１

１日間を休会といたしたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、１１日間を休会とすることに決しま

した。 
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 日程第４ 同意第１号 上山市教育 

      委員会委員の任命につい 

      て 

 

○長澤長右衛門議長 日程第４、同意第１号上

山市教育委員会委員の任命についてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 同意第１号上山市教育委員会委員の任命につ

いてでありますが、来る１０月９日をもちまし

て退任されます齊藤勝氏の後任として、上山市

長清水一丁目１９番６号、山口誠氏を任命いた

したいと存じますので、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意を求めるものであります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 ７番谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております同意第１号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま７番谷江正照議

員から、委員会の付託を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 
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 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第１号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております同意第１号議

案につきましては、質疑及び討論を省略される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１２番枝松直樹

議員から、質疑及び討論を省略されたいとの動

議が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 同意第１号上山市教育委員会委員の任命につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第１号については、これに同意

することに決しました。 
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 日程第５ 諮問第２号 人権擁護委 

      員候補者の推薦について 

 

○長澤長右衛門議長 日程第５、諮問第２号人

権擁護委員候補者の推薦についてを議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦につい

てでありますが、来る１２月３１日をもちまし

て任期満了となります委員２名につきまして、

上山市旭町一丁目６番４８号、伊藤妙子氏を再

び候補者として推薦いたすとともに、粟野信善

氏の後任として、上山市金瓶字北６番地、安達

利一氏を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６

条第３項の規定により、議会の意見を求めるも

のであります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 ７番谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております諮問第２号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま７番谷江正照議

員から、委員会の付託を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 
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 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、諮問第２号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 １０番中川とみ子議員。 

○１０番 中川とみ子議員 この際、動議を提

出いたします。 

 ただいま議題となっております諮問第２号議

案につきましては、質疑及び討論を省略される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１０番中川とみ

子議員から、質疑及び討論を省略されたいとの

動議が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦につい

ては、これに同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、諮問第２号については、これに同意

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第６ 議第３９号 令和３年度 

      上山市一般会計歳入歳出 

      決算の認定について外 

      １２件 

 

○長澤長右衛門議長 日程第６、議第３９号令

和３年度上山市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてから日程第１８、議第５１号上山市職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてまで、計１３件を一括議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 最初に、議第３９号から議第４５号までの令

和３年度上山市一般会計及び各特別会計歳入歳

出決算の認定について御説明申し上げます。 

 各会計の決算の認定につきましては、決算書

と併せて監査委員の決算審査意見書及び令和３

年度主要施策の成果説明書を提出しております

が、決算の大要につきましては会計管理者から

説明申し上げますので、よろしく御審議の上、

認定くださるようお願いいたします。 

 次に、議第４６号令和３年度上山市水道事業

会計決算の認定についてでありますが、同様に、

決算書と併せて監査委員の決算審査意見書及び

令和３年度主要施策の成果説明書を提出してお

ります。その概要は、経営活動に関する収支に

おいては、水の安定供給と健全経営に努め、４，

３１８万９，８４３円の純利益を上げておりま

す。 
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 また、水道施設の建設改良などに関する資本

的収支においては、収支差引１億２，４４１万

１，９８６円の不足額を生じましたが、過年度

分損益勘定留保資金で補塡したところでありま

す。 

 次に、議第４７号令和３年度上山市下水道事

業会計決算の認定についてでありますが、同様

に、決算書と併せて監査委員の決算審査意見書

及び令和３年度主要施策の成果説明書を提出し

ております。その概要は、経営活動に関する収

支においては、生活環境の向上と公共用水域の

水質改善及び健全経営に努め、４，５５２万３，

７２１円の純利益を上げております。 

 また、下水道施設の建設改良などに関する資

本的収支においては、収支差引２億７，３０１

万２，８１４円の不足額を生じましたが、当年

度分損益勘定留保資金で補塡したところであり

ます。 

 以上、決算の概要について申し上げましたが、

よろしく御審議の上、認定くださるようお願い

いたします。 

 次に、議第４８号令和４年度上山市一般会計

補正予算（第５号）についてでありますが、今

回の補正予算は、新型コロナウイルスワクチン

接種に要する経費や、市債の繰上償還に要する

経費など、早急に予算措置を必要とする経費に

ついて計上するもので、歳入歳出それぞれ１１

億１，０００万円を追加し、予算の総額を１９

０億３００万円とするものであります。 

 繰越明許費につきましては、地域の再生可能

エネルギーの導入計画策定に要する経費などを

令和５年度に繰り越して執行するものでありま

す。 

 歳入につきましては、国庫支出金、県支出金、

寄附金、繰入金、繰越金、諸収入をそれぞれ増

額するものであります。 

 歳出の主なものを申し上げますと、２款総務

費では、山元地区の光ファイバーケーブルの修

繕に要する経費などを計上するほか、地籍調査

に要する経費を増額計上するものであります。 

 ３款民生費では、子どもの貧困対策推進計画

策定に向けた調査に要する経費のほか、国庫支

出金等の精算返還金などを計上するものであり

ます。 

 ４款衛生費では、新型コロナウイルスオミク

ロン株対応ワクチンの接種に要する経費のほか、

地域の再生可能エネルギーの導入計画策定に要

する経費などを計上するものであります。 

 ６款農林水産業費では、農業用ため池の安全

施設整備に要する経費のほか、酪農家に対して

飼料代の購入経費を支援する経費などを計上す

るものであります。 

 ７款商工費では、空き店舗及び空き家のリノ

ベーション支援に要する経費などのほか、かみ

のやま温泉駅舎の屋根修繕に要する経費を増額

計上するものであります。 

 １０款教育費では、寄附金を活用し、市内小

中学校の普通教室に電子黒板を整備する経費を

計上するものであります。 

 １２款公債費では、市債の繰上償還に要する

経費を計上するものであります。 

 次に、議第４９号令和４年度上山市介護保険

特別会計補正予算（第１号）についてでありま

すが、国庫支出金等の精算返還金を計上するも

ので、歳入歳出それぞれ８，０００万円を追加

し、予算の総額を４３億２，４００万円とする

ものであります。 

 次に、条例等の議案について御説明申し上げ

ます。 

 初めに、議第５０号上山市職員の勤務時間、
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休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてでありますが、育児参加のための休

暇の対象期間を拡大するため提案するものであ

ります。 

 次に、議第５１号上山市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てでありますが、国家公務員の育児休業等に関

する法律が委任する人事院規則の一部改正に準

じ、必要な改正を行うため提案するものであり

ます。 

 以上、提案理由の大要について御説明申し上

げましたが、各議案の詳細につきましては関係

課長から説明申し上げますので、よろしく御審

議の上、御可決くださいますようお願いいたし

ます。 

○長澤長右衛門議長 会計管理者。 

〔武田 浩会計管理者 登壇〕 

○武田 浩会計管理者 命によりまして、令和

３年度上山市一般会計及び各特別会計における

歳入歳出決算の大要について御説明申し上げま

す。 

 説明に当たりましては、各会計ごとに主な内

容について申し上げます。 

 初めに、一般会計の歳入について申し上げま

すので、決算書の７ページ、８ページをお開き

願います。 

 歳入合計におきましては、調定額１８９億８，

２１３万７，９２２円に対し、収入済額は１８

６億１，４４７万３２５円で、不納欠損額は１，

３２１万６，４３３円、収入未済額は３億５，

４４５万１，１６４円となっておりますが、不

納欠損額は１款市税、収入未済額は１款市税、

１３款分担金及び負担金、１４款使用料及び手

数料、２１款諸収入によるものであります。 

 次に、一般会計の歳出について申し上げます

ので、１１ページ、１２ページをお開き願いま

す。 

 歳出合計では、支出済額は１７６億１，５９

７万３１４円、翌年度繰越額は１億４，４２１

万８，０００円となっておりますが、これは２

款総務費、３款民生費、８款土木費、１０款教

育費で、年度内完了ができない事業について、

令和４年度に繰越ししたことによるものであり

ます。 

 不用額は１１億４，５５６万３，６８６円と

なっております。これは、主に２款総務費、３

款民生費、４款衛生費、７款商工費、１０款教

育費などによるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 この結果、歳入歳出差引残額は９億９，８５

０万１１円となりましたが、うち６億円を基金

に繰り入れ、残額を令和４年度に繰越ししたも

のであります。 

 次に、一般会計の実質収支について御説明申

し上げますので、３００ページをお開き願いま

す。 

 実質収支に関する調書でありますが、こちら

は千円単位となっております。 

 歳入歳出差引額９億９，８５０万円から翌年

度へ繰り越すべき財源である繰越明許費繰越額

４，５４７万９，０００円を差し引き、９億５，

３０２万１，０００円が実質収支額となってお

ります。 

 なお、各特別会計の実質収支に関する調書を

次のページから記載しております。翌年度へ繰

り越すべき財源がある特別会計につきましては

後ほど御説明いたしますが、そのほかの特別会

計の説明につきましては省略させていただきま

すので、御了承くださるようお願いいたします。 

 次に、特別会計の決算について御説明申し上
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げますので、決算書にお戻りいただき、１５ペ

ージ、１６ページをお開き願います。 

 国民健康保険特別会計について申し上げます。 

 歳入合計では、調定額３７億３，７９５万３，

５６８円に対し、収入済額は３６億４，７０７

万８，５８９円で、不納欠損額は１，８１４万

１，３１１円、収入未済額は７，２７３万３，

６６８円となっておりますが、不納欠損額は１

款国民健康保険税、収入未済額は１款国民健康

保険税、８款諸収入によるものであります。 

 なお、収入未済額につきましては、２款使用

料及び手数料の還付未済額を引いた額となって

おります。 

 １９ページ、２０ページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は３５億８７０万６

９２円で、不用額は１億２，７２９万９，３０

８円となっておりますが、これは主に１款総務

費、２款保険給付費、５款保健事業費などによ

るものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１億３，８３

７万７，８９７円となり、全額を令和４年度に

繰越ししたものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、農業集落排水事業特別会計について申

し上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額、収入済額ともに１億

５，９７８万９，２９２円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１億５，９０３万

７，３２７円、翌年度繰越額は８，４４０万５，

０００円となっておりますが、これは１款農業

集落排水事業費で、年度内完了ができない事業

について、令和４年度に繰越ししたことによる

ものであります。不用額は５５５万７，６７３

円となっております。これは主に１款農業集落

排水事業費などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は７５万１，９

６５円となり、全額を令和４年度に繰越しした

ものであります。 

 次に、農業集落排水事業特別会計の実質収支

について御説明申し上げますので、３０２ペー

ジをお開き願います。 

 実質収支に関する調書でありますが、こちら

は千円単位となっております。 

 歳入歳出差引額７５万２，０００円から、翌

年度へ繰り越すべき財源である繰越明許費繰越

額１５万７，０００円を差し引き、実質収支額

は５９万５，０００円となっております。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げま

すので、２７ページ、２８ページをお開き願い

ます。 

 歳入合計では、調定額４０億５，４３３万６

６円に対し、収入済額は４０億４，５５５万７，

８０７円で、不納欠損額は２９４万８，４１５

円、収入未済額は５８２万３，８４４円となっ

ておりますが、これは１款保険料によるもので

あります。 

 なお、収入未済額につきましては、２款使用

料及び手数料の還付未済額を引いた額となって

おります。 

 ３１ページ、３２ページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は３８億７，４９６

万７３１円で、不用額は２億１，４０３万９，

２６９円となっておりますが、これは主に１款

総務費、２款保険給付費、４款地域支援事業費

などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１億７，０５

９万７，０７６円となり、全額を令和４年度に

繰越ししたものであります。 



－２９－ 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、浄化槽事業特別会計について申し上げ

ますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額１，８５９万５，１７

１円に対し、収入済額は１，８５５万１，５０

１円で、不納欠損額はなく、収入未済額は４万

３，６７０円となっておりますが、これは１款

使用料及び手数料によるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１，７６３万７，

３６３円、不用額は１３６万２，６３７円とな

っておりますが、これは主に１款浄化槽事業費

などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は９１万４，１

３８円となり、全額を令和４年度に繰越しした

ものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し

上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額４億４，４３４万７，

６８５円に対し、収入済額は４億４，３４１万

４，９６２円で、不納欠損額は３１万７，９０

０円、収入未済額は６１万４，８２３円となっ

ておりますが、これは１款後期高齢者医療保険

料によるものであります。 

 なお、収入未済額につきましては、２款使用

料及び手数料の還付未済額を引いた額となって

おります。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は４億４，１５５万

６，５１２円、不用額は１，１４４万３，４８

８円となっておりますが、これは主に２款後期

高齢者医療広域連合納付金、５款予備費などに

よるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１８５万８，

４５０円となり、全額を令和４年度に繰越しし

たものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、産業団地整備事業特別会計について申

し上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額、収入済額ともに７億

５，０８０万６，２０２円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は７億５，０２４万

３，９６０円、不用額は６２９万７，０４０円

となっておりますが、これは主に１款産業団地

整備事業費、２款公債費などによるものであり

ます。 

 この結果、歳入歳出差引残額は５６万２，２

４２円となり、全額を令和４年度に繰越しした

ものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 続きまして、財産に関する調書について御説

明いたしますので、３０７ページ、３０８ペー

ジをお開き願います。 

 初めに、公有財産における土地及び建物につ

いてでありますが、（１）土地及び建物の総括

で申し上げます。 

 土地につきましては、行政財産と普通財産の

合計で、決算年度末現在高は５９１万２，０３

４．４７平方メートルとなっております。 

 建物につきましては、木造と非木造を合わせ

た行政財産と普通財産の合計で、一番右の欄に

ありますように、決算年度末現在高は１３万６，

０９５．３０平方メートルとなっております。 

 次のページをお開き願います。 
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 （２）山林の面積につきましては、決算年度

末現在高は４７８万４，９９７．５８平方メー

トル、立木の推定蓄積量の決算年度末現在高は

１５万２，４０２．２１立方メートルとなって

おります。 

 次に、（３）有価証券の株券につきましては、

決算年度中の増減はなく、決算年度末現在高の

合計は５億４，４６７万６，５００円となって

おります。 

 次に、（４）出資による権利の出資金であり

ますが、決算年度中の増減はなく、決算年度末

現在高の合計は１，８２６万円となっておりま

す。 

 ３１０ページを御覧願います。 

 出捐金につきましては、決算年度中の増減は

なく、決算年度末現在高の合計は１億２，２５

６万円となっております。 

 次に、（５）物権の引湯権につきましては、

決算年度中の増減はなく、決算年度末現在高は

６４万２，０００円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 このページから３１４ページの物品につきま

しては、取得額または評価額が５０万円以上の

重要物品について記載しております。 

 決算年度中における増加件数は７件、減少件

数は２件ございました。決算年度末現在高は記

載のとおりでありますので、御参照いただきた

いと存じます。 

 ３１５ページ、３１６ページをお開き願いま

す。 

 基金につきましては、主な基金の決算年度中

増減高と決算年度末現在高について申し上げま

すが、千円単位となっております。 

 財政調整基金は、３万８，０００円の増で１

５億５，４９９万９，０００円に、国民健康保

険基金は、４０万９，０００円の増で１０億６，

１２０万５，０００円に、減債基金は、１，０

００万９，０００円の増で４億２１７万５，０

００円に、介護給付費準備基金は、８，００３

万７，０００円の増で４億４１９万円に。 

 ３１６ページを御覧願います。 

 ふるさと納税基金は、１３万３，０００円の

増で６億１２９万７，０００円に、公共施設等

保全整備基金は、４億１万７，０００円の増で

７億２万５，０００円に、森林環境譲与税基金

は、２２３万６，０００円の増で９２３万１，

０００円に、新型コロナウイルス感染症対策金

融支援基金は、３，５７３万４，０００円の減

で８，４２６万６，０００円に、奨学金貸付基

金は、合計で申し上げますが、２万４，０００

円の増で、決算年度末現在高は１億７，５６４

万３，０００円となっております。 

 現金、貸付金、未収金の内訳は記載のとおり

であります。 

 その他、記載の基金につきましては御参照い

ただきたいと存じます。 

 以上で、令和３年度上山市一般会計及び各特

別会計における歳入歳出決算の大要について説

明を終わりますが、よろしくお願い申し上げま

す。 

○長澤長右衛門議長 次に、ただいま議題とな

っております議案のうち、令和３年度上山市一

般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算

及び各事業会計決算の認定に関し、監査委員の

審査意見を求めます。大和啓監査委員。 

〔大和 啓監査委員 登壇〕 

○大和 啓監査委員 令和３年度上山市一般会

計及び特別会計歳入歳出決算、基金の運用状況

並びに上山市水道事業及び下水道事業会計決算

についての審査意見を申し上げます。 
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 詳細につきましては、皆様にお配りしており

ます資料で詳しく述べておりますので、その概

要について申し上げます。 

 審査結果につきましては、各会計の決算及び

基金の運用状況を示す書類は、関係法令に準拠

して作成されており、歳入歳出その他関係諸帳

票を審査した結果、計数は正確で、予算の執行

についてもおおむね適正であると認められます。 

 一般会計と特別会計を合わせた総計の決算は、

歳入歳出予算現額２８１億８２９万３，０００

円に対し、歳入が２７６億７，９６６万９，０

００円、歳出が２６３億６，８１０万７，００

０円となりました。歳入歳出差引額は１３億１，

１５６万２，０００円で、翌年度へ繰り越すべ

き財源を控除した実質収支は１２億６，５９２

万６，０００円の黒字となりました。 

 初めに、一般会計について申し上げます。 

 歳入決算額は１８６億１，４４７万円、歳出

決算額は１７６億１，５９７万円で、歳入歳出

差引９億９，８５０万円の決算剰余金は、減債

基金に積立てを行うほか、翌年度に繰越しされ

ております。 

 歳入は、前年度より５．９％減少し、主に、

前年度に新型コロナウイルス感染症対策に係る

特別定額給付金事業費補助金の収入があった国

庫支出金などで減少しております。 

 市税は、コロナによる影響などで収入済額、

収入率ともに前年度よりも下がりました。自主

財源の確保や公平性を期するため、適切な債権

管理と未収金の解消に向け、より一層の努力を

望むものです。 

 ふるさと納税寄附金は、前年度より０．６％

の減となりましたが、２０億２，１７７万６，

０００円と本市の貴重な財源となっています。

今後とも本市の魅力を発信しながら推進してい

ただきたいものです。 

 歳出は、前年度より６．１％減少し、主に、

前年度に新型コロナ感染症対策に係る特別定額

給付金事業があった総務費などで減少しており

ます。 

 決算年度末における市債現在高は、１４９億

２，１７１万４，０００円で、繰上償還等によ

り前年度より９．２％減少しました。４年連続

の減少ですが、今後も計画的な市債の管理に努

める必要があると考えます。 

 普通会計における財政指標を見ますと、財政

力指数は前年度より後退したものの、経常収支

比率は前年度より２．７ポイント下回り、改善

傾向が続いています。今後も歳入の確保や市債

発行の抑制など、将来を見据えた財政運営に配

慮されることを願うものです。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 特別会計は６会計で、その合計の決算額は、

歳入が９０億６，５１９万８，０００円、歳出

が８７億５，２１３万７，０００円で、前年度

と比較し、歳入が８．５％、歳出が７．９％増

加しております。 

 国民健康保険特別会計においては、保険給付

費が増加しており、医療費は増加の傾向にある

ことから、引き続き市民の健康づくりを支援し、

医療費抑制に努めていただくよう願います。 

 介護保険特別会計においては、特定入所者介

護サービス等が減少したことで保険給付費は減

少していますが、療養上のケアを含むサービス

で増加の傾向が見られます。今後も介護予防、

重度化防止の事業の充実に努めていただきたい

ものです。 

 次に、資産及び基金についてですが、適正に

管理、運用されていることを認め、引き続き計

画的な執行と運用をお願いします。 
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 なお、積立基金の年度末現在高は、公共施設

等保全整備基金、介護給付費準備基金等への積

み増しなどにより、前年度より４億５，７１７

万１，０００円増加し、４９億１，６４１万１，

０００円となりました。 

 続きまして、水道事業会計について申し上げ

ます。 

 純利益は４，３１９万円で、前年度より増加

しております。営業収支比率は１０４．２％と

なり、営業収益が営業費用を上回り、営業損益

は黒字となりました。 

 当年度の水道事業は、前年度と比較し、給水

人口、有収水量、有収率が減少しています。収

益性の悪化とともに管路の老朽化も懸念される

ことから、今年度から実施する有収率向上対策

事業により、有効な対策が進められることを期

待します。 

 また、今年度策定予定である水道ビジョンに

より、長期的な分析を十分に行い、安全安心か

つ災害に強い水道環境と持続可能で健全な経営

に向け、取り組まれるよう願います。 

 次に、下水道事業について申し上げます。 

 純利益は４，５５２万４，０００円で、前年

度より増加しております。営業収支比率は５８．

７％で、営業収益が営業費用を下回りました。 

 企業債の年度末残高は６２億８，７４８万４，

０００円で、前年度よりも増加しています。 

 供用開始から約４０年余りが経過し、改築、

設備更新の必要性が高まっています。災害への

備えも十分にしておく必要があることから、収

支バランスを将来にわたって予測しながら事業

に取り組まれるとともに、効率的かつ健全な経

営に努められますようお願いします。 

 次に、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律により算定した令和３年度健全化判断比率

及び資金不足比率について申し上げます。 

 審査に付された比率並びにその算定の基礎と

なる事項を記載した書類は、いずれも法令等に

準拠して作成され、その結果は適正であるもの

と認められました。 

 各比率は該当なし、または基準を下回り、良

好な状態にあると認められます。 

 以上、令和３年度の各会計における決算等に

ついて審査概要を申し上げました。 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染症が

長引く中、ワクチン接種や保健センター改修工

事などの感染防止対策事業のほか、子育て支援、

企業誘致などに重点的に取り組まれ、第７次振

興計画に掲げた目標達成に向け、着実に推進さ

れてきました。 

 長引く新型コロナウイルス感染症の影響や物

価高騰等により、先行きは不透明ではあります

が、本市課題への対応を推進し、次世代へつな

がる行財政運営となるよう、中長期的な展望に

立ち、健全財政の堅持に努められるよう要望し、

監査所見といたします。 

○長澤長右衛門議長 これより総括質疑となり

ますが、通告がありませんので、総括質疑はな

いものと認めます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１９ 特別委員会（予算・決 

       算）の設置及び議案の 

       付託 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１９、特別委員会

の設置及び議案の付託であります。 

 ６番棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 この際、動議を提出い

たします。 
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 ただいま議題となっております予算議案２件

は、全議員をもって構成する予算特別委員会を

設置の上、これに付託し、また、決算議案９件

は、全議員をもって構成する決算特別委員会を

設置の上、これに付託し、それぞれ審査される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま６番棚井裕一議

員から、予算議案２件は、全議員をもって構成

する予算特別委員会を設置の上、これに付託し、

また、決算議案９件は、全議員をもって構成す

る決算特別委員会を設置の上、これに付託し、

それぞれ審査されたいとの動議が提出され、所

定の賛成者がありますので、動議は成立いたし

ました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算及び決算議案については、それ

ぞれ予算及び決算特別委員会を設置の上、これ

に付託し、審査されたいとの動議は可決されま

した。 

 正副委員長の互選のため、暫時休憩いたしま

す。 

    午前１０時５４分 休 憩 

                  

    午前１０時５５分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 予算及び決算特別委員会の正副委員長の互選

をお願いいたしました結果、予算特別委員会委

員長に中川とみ子議員、副委員長に川崎朋巳議

員、また、決算特別委員会委員長に大沢芳朋議

員、副委員長に谷江正照議員がそれぞれ互選さ

れた旨の通告がありましたので、御報告申し上

げます。 

 なお、予算、決算以外の議案については、お

手元に配付いたしました付託表のとおり所管常

任委員会に付託いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

        散  会 

 

○長澤長右衛門議長 以上で本日の日程の全部

を終了いたしました。 

 これをもって散会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１０時５６分 散 会 
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